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SPTやP重防などの処置中の気づき（歯周病検査でミラーが口腔粘膜にくっつき、口腔乾燥が疑われる
場面など）だけでなく、治療の合間の何気ない会話の中から、口腔機能の低下が疑われるケースも
あります。例えば、「食欲の秋到来ですね！秋の味覚はなにかもう召し
上がりました？」といったように、具体的に普段の食生活を伺うことで、
患者さんの口腔機能に関する情報を得ることができます。このように、
少し会話を工夫することで、口腔機能検査の提案につながるきっかけを
つくることが可能です。ぜひ日々の診療の参考にしてみてください。
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歯科衛生士になって23年。歯周病や
むし歯にならないように「予防が大事
ですよ」と口腔衛生指導をしてきま
したが、「歯はあるのに噛めない」
「昔よりも噛みづらくなった」と高齢
患者さんからの訴えがあり、『歯がある
だけでは食べられない』という当たり
前のことに気づかされました。今も
試行錯誤の日々ですが、口腔機能も
一緒に診ることで、患者さんの笑顔
が増えたような気がします。
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患者さんとの会話をきっかけに
歯科衛生士目線の口腔機能低下の気づき

NAVI口腔機能
口腔機能発達不全症・口腔機能低下症の診療を実施している医院の事例を紹介します

口 腔 機 能 低 下 症

乳幼児・学齢期には適切な獲得、高齢期には維持・向上のため口腔機能に対する生涯を通じた歯科医療による介入が必要です

※2025年11月現在の情報です。

症例

歯周病安定期治療で通院中の患者さん（既往歴：糖尿病、高血圧、高コレステロール、いずれも服薬あり。
帯状疱疹にかかり左側顔面にやや麻痺あり、左口角下垂傾向）。１か月ごとのメインテナンス中の会話の
中から、「以前よりも硬いものが噛めなくなった。いつまでも好きなもの、おいしいものが食べたい」との
訴えがあり口腔機能低下を疑い検査を実施。

＜検査当日＞

＜１か月後＞

＜7か月後＞

＜1年8か月後＞

＜2年6か月後＞

＜3年6か月後＞

7つの検査のうちの５項目該当で口腔機能低下症と診断。
舌位置、あいうべ体操、舌清掃、ボタンプルトレーニング指導。
通院に合わせて、機能訓練の状況確認。
「お口の体操はできていますか？」 「一応してるけどちゃんとできてるかまた診てもらえる？」
毎月のSPTにてリハビリテーションの確認を行う。
上顎左側5番の破折により補綴治療後、再検査を実施。咀嚼機能が改善していたが、４項目
該当。機能訓練に唾液腺マッサージを追加し、歯磨剤を保湿系のものへ変更。
「被せものをやり替えた後しっかり噛めるようになっていますね！」
「本当だ！ グミがしっかり噛めるようになった！」
再評価をし1年前と変わらないことを褒め、機能訓練の状況確認。
「おいしいもの食べられていますか？」 「食べ過ぎて内科の先生に怒られてしまった」
「食べたら運動もセットにしましょう！」 楽しく続けられることを一緒に考える。
該当が4項目から３項目に向上。舌苔も改善傾向のため引き続きトレーニングを継続する
よう伝える。年齢を重ねているがリハビリテーションを継続しているため、どんどん機能が
回復できている喜びを共有している。
乾燥が該当となり4項目となった。多種類服薬があるため改善が難しいところもあるが、
あいうべ体操や唾液腺マッサージの継続を指導し、舌清掃の定着を確認。大幅な機能低下
は避けられていると考えており、引き続き再検査・リハビリの立案を行っていく。

患 者 79歳　女性 7か月後

舌口唇運動機能
（回/秒）

咀嚼機能
（咀嚼能力検査、mg/dL）

嚥下機能（EAT-10、点）
（※聖隷式嚥下質問紙、
Aの項目数）
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咀嚼機能検査の様子舌圧検査の様子

会話の中で要注意なポイント 対応する検査を提案する言葉

喋りにくい お口が動かしにくくなっているのかも。
乾燥してませんか？ 水分量がわかる検査がありますよ！

〇〇が食べられない ほかにもありますか？ かみ砕きにくいのかもしれませんね。
かみ砕きがどれだけできているか調べてみませんか？

お薬を一気に飲みこめなくなった 飲み込む力が弱くなってきているのかも。機能の検査をしてみませんか？

以前よりむせるようになった いつからですか？ 飲み込むのも力が要りますからね！ 食べたり飲みこむのに
必要な機能は知らず知らずに衰えていくのでよかったら調べてみませんか？

口腔内写真撮影時などに
舌が見えている！

〇〇さん、普段舌の位置って
どこにありますか？

べ
あいう

「えー！舌の位置って初めて聞い
たー！」と患者さん自身にも発見が
あることが機能検査時の声掛け
で楽しい一コマかもしれません。

Point!

口腔衛生状態（TCI、%）
（※微生物数、レベル）

口腔乾燥（湿潤度）

舌圧（kPa）

咬合力（残存歯数、本）
（※プレスケールⅡ、N）
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口腔機能検査を導入して、患者さんからは「もっと早く知りたかった!」とお声をいただくことが多々あります。
いつものメインテナンスに口腔機能検査が加わることで、患者さん自身の困りごとに今まで以上に気づく
ことができ、診療に取り組めていると感じています。機能は必ずしも回復するとは限りません。いかに“今”を
維持できるかが大切なのです。高齢者にもかかわらず1歳年齢を重ねても去年と変わらない結果であることを
患者さんに伝え、喜ばしい結果であることを理解していただくことも重要です。メインテナンスで患者さん
の口腔内や体調など様々な変化に気づける歯科衛生士だからこそ見えてくる視点があるのではないかと
思っています。そこに気づき、対応ができると笑顔のあふれる歯科医院になるのではないかと思います。


